
     

第
百
八
十
六
回
国
会
に
お
け
る
麻
生
財
務
大
臣
の
財
政
演
説 

    

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日 



 
 
 

平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
二
十
六
年
度
予
算
の
御
審
議
に
当
た
り
、
財
政
政
策
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
と
と
も
に
、
予
算
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
日
本
経
済
の
現
状
と
財
政
政
策
等
の
基
本
的
な
考
え
方
） 

発
足
か
ら
一
年
、
第
二
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
は
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
早
期
脱
却
と
経
済
再
生
を
図
る
た
め
、
「
大
胆
な

金
融
政
策
」
、
「
機
動
的
な
財
政
政
策
」
、
「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
の
「
三
本
の
矢
」
を
一
体
と
し
て
強
力
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
四
・
四
半
期
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
に
な
り
、
物
価
に
つ

い
て
も
底
堅
く
推
移
す
る
な
ど
日
本
経
済
は
着
実
に
上
向
い
て
き
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
こ
の
よ
う
な
景
気
回
復
に
向
け
た
動
き
や
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
へ
の
期
待
を
、
確
実
な
成
長
軌
道
に
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
第
三
の
矢
」
で
あ
る
「
日
本
再
興
戦
略
」
の
実
行
を
加
速
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
同
時
に
、
政
府
、
経
営
者
、
労
働
者
が
、
「
経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
政
労
使
会
議
」
に
お
け
る
取
り
ま
と
め
に
基

づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
互
い
に
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
収
益
の

拡
大
を
賃
金
上
昇
、
雇
用
・
投
資
拡
大
に
つ
な
げ
、
消
費
拡
大
や
投
資
の
増
加
を
通
じ
て
更
な
る
企
業
収
益
の
拡
大
を
促
す
と

い
う
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
保
険
料
収
入
や
税
収
の
基
盤
で
も
あ
る
強
い
経
済
を
取
り
戻
し
、
あ
わ
せ
て
、
消
費
税
率
を
引
き



 
 
 

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
し
、
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。 

本
年
四
月
に
実
施
す
る
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
て
は
、
反
動
減
を
緩
和
し
て
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
後
の
経
済
の
成
長
力
の
底
上
げ
と
好
循
環
の
実
現
を
図
り
、
持
続
的
な
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
を
講

じ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
十
月
一
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
「
好
循
環
実
現
の
た
め

の
経
済
対
策
」
及
び
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
の
概
算
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
予
算
・
税
制
改
正
と
あ

わ
せ
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
取
組
を
、
転
嫁
対
策
と
と
も
に
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

日
本
銀
行
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
金
融
緩
和
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
ま
た
、
今
後
、
民
需
主
導
の
持
続
的
な
経
済
成
長

を
実
現
す
る
上
で
も
、
日
本
の
財
政
に
対
す
る
信
認
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
方
、
日
本
の
財
政
状
況
は
、
デ
フ
レ

不
況
や
少
子
高
齢
化
等
の
要
因
に
よ
っ
て
悪
化
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
へ

の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
近
年
さ
ら
に
悪
化
が
進
み
、
歴
史
的
に
見
て
も
、
諸
外
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
財
政
へ
の
信
認
を
確
保
す
る
こ
と
で
人
々
の
将
来
へ
の
不
安
を
払
拭
し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収
支
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
度
ま
で
に

赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
二
〇
一
〇
年
度
の
水
準
か
ら
半
減
、
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
黒
字
化
す
る
と
い
う
財
政
健
全
化
目
標
を



 
 
 

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
着
実
に
達
成
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
税
収
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、

各
年
度
継
続
し
て
歳
出
を
効
率
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
方
の
下
、
「
中
期
財
政
計
画
」
に
沿
っ
て
、

今
後
と
も
、
歳
出
・
歳
入
両
面
に
お
い
て
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 （
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
の
大
要
） 

次
に
、
「
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
」
等
を
実
施
す
る
た
め
に
今
国
会
に
提
出
を
致
し
ま
し
た
平
成
二
十
五
年
度
補

正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

  

「
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
総
額
で
五
兆
四
千
七
百
四
十
四
億
円
の

財
政
支
出
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
「
競
争
力
強
化
策
」
に
係
る
経
費
に
一
兆
三
千
九
百
八
十

億
円
、
「
女
性
・
若
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
施
策
」
に
係
る
経
費
に
三
千
五
億
円
、
「
防
災
・
安
全
対
策
の
加
速
」
に
係
る

経
費
に
一
兆
千
九
百
五
十
八
億
円
、
「
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩
和
、
駆
け
込
み
需
要
及
び
反
動
減
の
緩
和
」
に

係
る
経
費
に
六
千
四
百
九
十
三
億
円
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
へ
の
繰
入
と
し
て
一
兆
九
千
三
百
八
億
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
交
付
金
と
し
て
一
兆
千
六
百
八
億
円
、
国
際
分
担
金
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
と
し
て
三

千
六
百
三
十
六
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 



 
 
 

こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う
た
め
、
歳
出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
既
定
経
費
を
一
兆
五
千
三
百
三
十
四
億
円
減
額
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
歳
入
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
税
収
で
二
兆
二
千
五
百
八
十
億
円
、
税
外
収
入
で
三
千
六
百
九
十
四
億
円
の
増
収
を
見

込
む
ほ
か
、
前
年
度
剰
余
金
を
二
兆
八
千
三
百
八
十
一
億
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
国
債
の
追
加
発
行
を
せ

ず
に
、
経
済
対
策
等
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
結
果
、
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
当
初
予
算
か
ら
五
兆
四
千
六
百
五
十
四

億
円
増
加
し
、
九
十
八
兆
七
百
七
十
億
円
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
等
に
つ
い
て
も
所
要
の
補
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
」
を
踏
ま
え
、
総
額
千
三
百

八
億
円
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 

（
平
成
二
十
六
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
） 

続
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
予
算
は
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
・
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を
あ
わ
せ
て
目
指
す
予
算
で
あ
り
、
平

成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
と
一
体
と
し
て
、
日
本
の
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
未
来
へ
の
投
資
や
、
生
活
の
基
盤
を
守
る
暮



 
 
 

ら
し
の
安
全
・
安
心
と
い
っ
た
事
項
に
予
算
を
重
点
化
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
を
実
現
す
る
最
初
の
予
算
で
あ
り
、
消
費
税
増
収
分
を
活
用
し
、
社
会
保
障
の
充
実
と
安

定
化
を
図
り
ま
す
。 

基
礎
的
財
政
収
支
対
象
経
費
は
、
七
十
二
兆
六
千
百
二
十
一
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
国
債
費
二
十
三
兆
二
千
七
百
二
億
円
を

合
わ
せ
た
一
般
会
計
総
額
は
、
九
十
五
兆
八
千
八
百
二
十
三
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
租
税
等
の
収
入
は
、
五
十
兆
十
億
円
、
そ
の
他
収
入
は
、
四
兆
六
千
三
百
十
三
億
円
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
債
金
は
四
十
一
兆
二
千
五
百
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
、
一
兆
六
千
十

億
円
の
減
額
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
結
果
、
国
の
一
般
会
計
に
お
け
る
基
礎
的
財
政
収
支
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
中
期
財
政
計
画
」
に
お
け
る
「
平
成
二
十

六
年
度
及
び
平
成
二
十
七
年
度
の
各
年
度
四
兆
円
程
度
改
善
」
と
の
目
標
を
大
き
く
上
回
る
、
五
兆
二
千
四
百
七
億
円
の
改
善

を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。 

 



 
 
 

次
に
、
主
要
な
経
費
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

社
会
保
障
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
費
税
増
収
分
を
活
用
し
、
社
会
保
障
の
充
実
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
国
分

の
消
費
税
収
の
使
途
が
高
齢
者
三
経
費
か
ら
社
会
保
障
四
経
費
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
「
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ

ラ
ン
」
に
よ
る
保
育
の
受
け
皿
拡
大
や
、
難
病
の
対
象
疾
患
の
拡
充
な
ど
、
若
者
・
女
性
・
現
役
世
代
も
受
益
を
実
感
で
き
る

内
容
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
に
際
し
て
は
、
薬
価
に
つ
い
て
、
薬
価
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
市
場
実

勢
価
格
を
反
映
し
、
新
た
な
国
民
の
負
担
の
増
加
を
避
け
つ
つ
、
地
域
医
療
向
け
の
補
助
金
の
創
設
と
あ
わ
せ
、
医
療
提
供
体

制
の
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

文
教
及
び
科
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
や
大
学
改
革
等

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
奨
学
金
等
の
就
学
支
援
、
い
じ
め
問
題
対
応
等
の
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

科
学
技
術
関
係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
が
司
令
塔
機
能
強
化
の
た
め
自
ら
予
算
の
重
点
配
分
を
行
う
仕

組
み
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
日
本
版
Ｎ
Ｉ
Ｈ
の
創
設
に
向
け
て
医
療
分
野
の
研
究
開
発
関
連
予
算
を
充
実
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。 

 



 
 
 

地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
の
税
収
増
を
反
映
し
て
地
方
交
付
税
交
付
金
等
を
縮
減
し
つ
つ
、
地
方
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
地
方
の
一
般
財
源
の
総
額
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
の
充
実
分
等
を
増
額
し
、
地

方
に
最
大
限
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

防
衛
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
防
衛
大
綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
沿
っ
て
、
周
辺
海
空
域
に

お
け
る
警
戒
監
視
能
力
の
強
化
、
島
嶼
部
に
対
す
る
危
機
対
応
能
力
の
強
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
充
実

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

公
共
事
業
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
投
資
の
重
点
化
・
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
真
に
必
要
な
社
会

資
本
整
備
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

経
済
協
力
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
企
業
等
の
海
外
展
開
支
援
を
は
じ
め
、
日
本
の
持
続
的
な
成
長
に
も
つ
な
が
る
分
野

等
へ
の
重
点
化
を
進
め
つ
つ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
の
事
業
量
の
確
保
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。 

 



 
 
 

中
小
企
業
対
策
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
の
づ
く
り
技
術
の
研
究
開
発
等
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
対
策
や
消
費
税
転
嫁
対
策
等
に
も
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
資
源
の
開
発
及
び
海
外
資
源
の
権
益
確
保
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
及
び
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
た
支
援
に
重
点
化
し
て
い
る
ほ
か
、
原
子
力
規
制
・
防
災
対
策
を
推
進
し
、
原
子
力

損
害
賠
償
支
援
機
構
へ
資
金
交
付
等
も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

農
林
水
産
関
係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
を
推
進
す
る
た
め
、
経
営
所
得
安
定
対
策
を
見
直
す

と
と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
の
加
速
化
、
六
次
産
業
化
や
輸
出
拡
大
の
推
進
等

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

治
安
関
係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
警
察
活
動
基
盤
の
充
実
や
再
犯

防
止
対
策
の
充
実
等
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

国
家
公
務
員
の
人
件
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
与
の
特
例
減
額
が
終
了
す
る
一
方
で
、
現
行
計
画
の
目
標
を
大
幅
に
上
回
る



 
 
 

合
理
化
等
に
よ
る
定
員
純
減
や
退
職
手
当
の
引
下
げ
等
を
的
確
に
予
算
に
反
映
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
加
速
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
に
お
い
て
、

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
経
費
二
兆
九
千
五
百
四
十
三
億
円
、
復
興
債
費
九
百
二
十
一
億
円
、
復
興
加
速

化
・
福
島
再
生
予
備
費
六
千
億
円
を
計
上
し
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
復
興
特
別
税
七
千
三
百
八
十
一
億
円
、
一
般
会
計
か

ら
の
受
入
金
七
千
三
十
億
円
、
そ
の
他
収
入
六
百
六
十
億
円
、
復
興
公
債
金
二
兆
千
三
百
九
十
三
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
・
経
済
再
生
に
向
け
て
、
長
期
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
等
を
呼
び
水
と
し
て
供
給
し
、
民
間
投
資
の
活
性
化
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む
中
小
企
業
等
の
支
援
、
日
本
企
業
の
海

外
展
開
支
援
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
・
資
源
確
保
等
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
計
画
規
模
は
十
六
兆
千
八
百
億
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

借
換
債
等
を
含
む
国
債
発
行
総
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
百
八
十
一
兆
五
千
三
百
八
十
八
億
円
と
、
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

国
債
発
行
総
額
及
び
国
債
残
高
が
多
額
に
上
る
中
、
財
政
規
律
を
維
持
し
て
、
市
場
の
信
認
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
場
と

の
緊
密
な
対
話
に
基
づ
き
、
そ
の
ニ
ー
ズ
・
動
向
等
を
踏
ま
え
た
発
行
を
行
う
な
ど
、
国
債
管
理
政
策
を
適
切
に
運
営
し
て
ま



 
 
 

い
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
お
き
ま
し
て
は
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
・
経
済
再
生
に
向
け
た
税
制
上
の
対
応
、
税
制

抜
本
改
革
の
着
実
な
実
施
、
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
の
た
め
の
税
制
上
の
対
応
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
設
備
投
資
の
促
進
、
研
究
開
発
投
資
の
促
進
、
所
得
や
消
費
の
拡
大
に
関
し
、
次
元
の
異
な
る
税
制
上
の
対

応
を
講
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
の
創
設
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
拡
充
、
研

究
開
発
税
制
の
拡
充
、
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
拡
充
、
復
興
特
別
法
人
税
の
一
年
前
倒
し
廃
止
、
交
際
費
課
税
の
緩
和
を
行
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し
、
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
の
た
め
の
取
組
、
車
体
課
税
の
見
直
し
等
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 （
む
す
び
） 

以
上
、
財
政
政
策
等
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
二
十
六
年
度
予
算
の
大
要
に
つ
い
て

御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
と
経
済
再
生
へ
の
道
筋
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
予
算
の
一
刻
も
早
い
成
立
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。 



 
 
 

 
何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
失
わ
れ
た
二
十
年
」
と
呼
ば
れ
る
長
い
停
滞
の
中
、
デ
フ
レ
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
先
の
見
え
な
か
っ
た
日
本
に
よ
う
や

く
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
を
実
現
し
、
足
元
の
景
気
回
復
を
持
続
的
な

経
済
成
長
に
つ
な
げ
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
す
上
で
重
要
な
一
年
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
等
の
構
造
変
化
に
真
に
対
応
す
る
た
め
の
経
済
基
盤
を
構
築
し
、
日
本
の
底
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
デ
フ
レ
不
況
か
ら

の
脱
却
・
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
好
循
環
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
私
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

国
民
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


